
Numazu Fresh News  

『第1回 函南町かわまちづくり協議会』が 
開催されました。 

記事の詳細については河川担当副所長(TEL:055-934-2001)にお問い合わせ下さい。 

発信日：2015/7/21 

発信者：沼津河川国道事務所 

 カヤックの利用、サイクリングの発着点としての可能性、水辺の遊び場での水生生物観察、伊豆半島
全体の情報発信基地としての役割等について積極的な堤案がなされ、隣接地に整備中の道の駅・川の
駅との一体利用について期待する意見が多く出されました。 

函南町かわまちづくり協議会の様子 （会場：函南町役場 会議室） 

整備メニュー（案）についての説明状況 

  ７月２１日（火）函南町役場において、『第１回函南町かわまちづくり協議会』が開催さ

れました。この協議会では、函南町塚本地区の狩野川河川敷の水辺空間を有効利用し、
川を生かしたまちづくりを推進することを目指しています。また、隣接地に整備中である
『道の駅・川の駅』の一体的な利活用を行うため、地域住民、函南町商工会、函南町観
光協会をはじめとする各種観光団体、学校関係者、国土交通省沼津河川国道事務所、
函南町の各委員により具体的な計画検討を行いました。 

具体的な整備メニューについて議論する各委員 

 函南町塚本地区の狩野川
河川敷において、川と触れ合
えるような河川空間の整備や
利活用計画の検討を行うため、
｢函南町かわまちづくり協議
会」を設置しました。 

道の駅・川の駅との相乗効果を期待する函南町長  
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